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紙面から8月の出来事
●時　事
  1日  県内最高路線価　甲府駅前25％下落
  8日  郵政法案否決、衆院解散、9月11日投票
12日  県が来年度導入の指定管理者制度

27枠が内定

●山梨県中央会ニュース
  8日  事務長会総会
22日  中央会正副会長会議
30日  組合実務講習会

9月の予定
6・13・20・27日  組合実務講習会
      15日  中小企業団体全国大会（札幌ドーム）
17・18日  光のピュシス「満月の夜の集い」

2面  「中小企業の会計に関する指針」の公表

　　 息吹

3面  景況情報/情報連絡員の業界の声

　　 共済アラカルト

4・5面  アクティブ kumiai

6面  支所だより/組合Q&A/Hello!組合事務局

7面  MEET THE理事長/Study room

8面  光のピュシス/活路開拓事業募集

　　 ジョブサポートだより

　
一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
十
年
︶
十
一
月
九
日
、
山
梨
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
は
発
足
し
ま
し
た
。以
来
、中
小
企
業
の
振

興
・
発
展
を
目
途
と
し
て
、中
小
企
業
の
組
合
作
り
と
組
織
強

化
の
た
め
の
指
導
・
支
援
、運
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
高
度
経
済
成
長
、オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、バ
ブ
ル
経
済
の
出
現

と
崩
壊
な
ど
景
気
の
浮
き
沈
み
の
中
、
中
小
企
業
は
歯
を
食

い
し
ば
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
常
に
中
小
企
業
と
痛
み
を

分
か
ち
合
い
、共
に
歩
ん
で
き
た
中
央
会
は
、今
年
創
立
五
〇

周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

創
立
50
周
年
記
念
事
業
概
要

知
恵
と
勇
気
で

活
力
を
出
そ
う

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
4月

2005年

2006年

植樹事業 ６/２（木）am10:00～　山梨県森林公園「金川の森」（笛吹市）
中小企業団体全国大会 ９/15（木）　北海道「札幌ドーム」
富士の国やまなし物産展 10/16（日）～18（火）
富士の国やまなし館（日本橋プラザビル）

記念式典 11/９日（水）pm2:00～　ウエディングプラザアピオ甲府（昭和町）
中小企業ゴルフコンペ 11/20（日）　ウッドストックC.C
記念誌発行
新春交流会 １/７（日）　アイメッセ山梨（甲府市）
中小企業組合まつり ３月12日（日）am9:00～
アイメッセ山梨（甲府市大津町）

海外研修 ４月　中国四川省

　
道
州
制
の
あ
り
方
な
ど
を
審
議
し
て
い
る
第
二
八
次
地
方
制
度
調
査
会（
首
相
の
諮
問
機
関
）の
専
門
小
委
員
会
が
八

月
四
日
、ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府
で
地
域
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　
本
会
の
宮
川
会
長
が
知
事
・
甲
府
市
長
な
ど
と
と
も
に
出
席
し
、道
州
制
の
取
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
の
要
望
や
税
制

改
革
・
政
治
改
革
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。

中
小
企
業
の
振
興
は

国
が
責
任
を
持
つ
べ
し

地方制度調査会・専門委員会

発言する宮川会長

　
第
二
八
次
調
査
会
は
﹁
道
州

制
の
あ
り
方
﹂﹁
大
都
市
制
度

の
あ
り
方
﹂﹁
地
方
税
財
政
制

度
の
あ
り
方
﹂
な
ど
に
つ
い
て

地
方
自
治
の
一
層
の
推
進
を

図
る
観
点
か
ら
調
査
審
議
を

進
め
て
お
り
、
地
方
の
意
見
交

換
会
は
、
こ
れ
ま
で
に
岩
手
県

盛
岡
市
・
熊
本
県
熊
本
市
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。





当
日
は
山
本
栄
彦
山
梨
県
知

事
、
宮
島
雅
展
甲
府
市
長
、
木

下
香
奈
子
丹
波
山
村
議
会
議
長
、

江
藤
俊
昭
山
梨
学
院
大
学
法

学
部
教
授
、
曽
根
原
久
司
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
え
が
お
つ
な
げ
て
代

表
理
事
と
本
会
の
宮
川
会
長

の
六
人
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
た
。

　
宮
川
会
長
は
﹁
道
州
制
に
つ

い
て
は
地
方
分
権
や
市
町
村

合
併
な
ど
が
推
進
さ
れ
る
中

で
必
要
性
や
有
益
性
は
多
く

の
者
が
感
じ
て
お
り
、
総
論
と

し
て
は
賛
成
で
あ
る
が
各
論

に
な
る
と
様
々
な
不
安
要
因

が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
多

数
の
国
民
が
納
得
で
き
る
原

案
を
提
出
す
べ
き
と
し
、
単
な

る
国
家
財
政
の
立
て
直
し
と

い
う
視
点
で
は
な
く
、
理
想
的

な
社
会
を
建
設
す
る
と
い
う

大
き
な
目
的
を
持
つ
べ
き
﹂
と

要
望
し
た
。

　
ま
た
、
経
済
界
の
代
表
と
し

て
の
立
場
か
ら
﹁
日
本
経
済
の

活
力
の
源
泉
で
あ
る
中
小
企

業
の
振
興
に
つ
い
て
は
国
が

責
任
を
も
っ
て
行
う
べ
き
で

あ
り
、
経
済
産
業
振
興
は
道
州

が
担
う
事
務
と
簡
単
に
位
置

づ
け
る
こ
と
な
く
、
今
後
の
審

議
に
あ
た
っ
て
は
さ
ら
に
精

査
す
る
よ
う
強
く
望
む
。な
お
、

政
策
の
流
れ
が
根
本
的
に
替

わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

例
え
ば
国
の
中
小
企
業
政
策

の
一
翼
を
担
う
政
府
系
中
小

企
業
金
融
機
関
も
不
要
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
中
小
企
業

に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
﹂

と
懸
念
を
示
し
た
。

　
さ
ら
に
、
税
制
改
革

や
政
治
改
革
の
必
要
性

に
も
触
れ
、﹁
下
か
ら
集

め
た
税
金
は
、
下
に
も

十
分
に
配
慮
し
た
税
法

の
あ
り
方
を
検
討
す
べ

き
で
あ
り
、ま
た
、産
業

界
で
は
厳
し
い
環
境
下

で
血
の
に
じ
む
よ
う
な

経
営
努
力
を
続
け
て
い

る
。
国
家
財
政
が
厳
し

い
と
い
う
な
ら
聖
域
を

無
く
し
国
会
議
員
の
定

数
を
始
め
と
し
た
、
国

民
に
判
り
や
す
い
政
治

改
革
を
多
い
に
断
行
す

べ
き
﹂と
要
請
し
た
。

税
制
改
革
・
政
治
改
革
も
必
要

税
制
改
革
・
政
治
改
革
も
必
要



息
吹

ibuki

中小企業タイムズ（2）第三種郵便物認可　平成17年９月１日（木曜日）

景
気
は
踊
り
場
を
脱
却
し
た
の
か
？

　
政
府
は
八
月
の
月
例
経
済
報
告
の
基
調
判
断
を﹁
景
気
は
企
業

部
門
と
家
計
部
門
が
と
も
に
改
善
し
、緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
﹂

と
し
て
、﹁
弱
さ
を
脱
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
﹂と
し
て
い
た
前
月

か
ら
判
断
を
上
方
修
正
し
た
。
月
例
経
済
報
告
で
は
、
昨
年
十
一

月
以
降
、
景
気
は
踊
り
場
局
面
に
あ
る
と
判
断
し
て
き
て
い
た
。

ま
た
、内
閣
府
が
十
二
日
に
発
表
し
た
平
成
十
七
年
四
│
六
月
期

の
国
内
総
生
産
︵
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
季
節
調
整
値
︶
速
報
は
、
物
価
変
動
を

除
い
た
実
質
が
前
期
比
〇
・
三
％
増
、年
率
換
算
で
一
・
一
％
増
と

な
り
、
三
期
連
続
の
プ
ラ
ス
成
長
と
な
っ
た
。
企
業
の
高
い
収
益

力
を
背
景
に
、
個
人
消
費
と
設
備
投
資
が
堅
調
さ
を
維
持
。
懸
念

材
料
で
あ
っ
た
輸
出
も
持
ち
直
し
、
政
府
・
日
銀
が
示
し
た
景
気

の
踊
り
場
脱
却
を
裏
付
け
る
形
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
果
た
し
て
、
景
気
は
踊
り
場
を
脱
却
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
、中
小
企
業
に
と
っ
て
実
感
で
き
る
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
中
央
会
で
は
、毎
月
、景
気
動
向
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、政

府
が
発
表
し
て
い
る
大
企
業
を
含
む
判
断
材
料
と
違
い
、県
内
の

中
小
企
業
の
み
を
対
象
と
し
た
調
査
で
あ
る
た
め
、調
査
結
果
が

食
い
違
う
こ
と
が
多
い
。最
新
の
調
査
結
果
は
三
面
を
見
て
い
た

だ
き
た
い
が
、製
造
業
の
一
部
に
お
い
て
は
回
復
感
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
こ
こ
一
年
以
上
、
二
ヶ
月
連
続
し
て
景
況
感
が
増
加
し

た
月
が
な
い
こ
と
か
ら
、﹁
本
当
に
脱
却
し
た
の
？
﹂と
疑
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　
し
か
し
、ど
ん
な
に
不
況
の
業
界
の
中
に
あ
っ
て
も
好
況
な
企

業
は
必
ず
あ
り
、業
界
全
体
が
好
況
で
も
倒
産
す
る
企
業
が
必
ず

あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
環
境
に
対
応
し
て
経
営
革
新
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
企
業
は
勝
ち
残
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
今
国
会
で
は
、会
社
経
営
に
関
わ
る﹁
新
会
社
法
の
成
立
﹂を
み

た
ほ
か
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
、
Ｌ
Ｌ
Ｃ
な
ど
の
新
た
な
企
業
形
態
も
生
ま
れ

て
き
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
変
化
の
あ
る
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

そ
こ
に
チ
ャ
ン
ス
が
必
ず
あ
る
の
で
、
今
こ
そ
、
新
た
な
連
携
を

模
索
す
る
な
ど
、﹁
知
恵
と
勇
気
で
活
力
を
出
す
﹂と
き
で
あ
る
。

　
中
央
会
は
、組
合
、グ
ル
ー
プ
な
ど
の
連
携
組
織
や
、企
業
の
応

援
団
で
す
。
あ
な
た
の
夢
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１ 目的
　本指針の目的は、①中小企業が計算書類を作成するに当たり拠ることが望ましい会計処理、②会計参与設置会社が計算書類を作成する
に当たり拠ることが適当な会計処理を示すことにある。

２ 対象
　本指針の適用対象は、いわゆる公認会計士監査を受けるため一般に公正妥当と認められた企業会計の基準（以下「会計基準」という。）に
基づき計算書類（財務諸表）を作成する公開会社等を除く株式会社とする。また、有限会社、合名会社又は合資会社についても、計算書類を
作成するに当たり本指針に拠ることを推奨している。

３ 本指針の作成に当たっての方針
　基本的に取引の経済実態が同じであれば、同じ会計処理となるように一つの会計基準を適用するべきであり、本指針は、このような考え
方を基本としている。一方で、コスト・ベネフィットの観点から中小企業の規範として活用されやすいよう、簡便な会計処理や、一定の場合
には法人税に定める計算方法を会計処理に活用することも認めている。

４ 本指針の記載範囲及び適用に当たっての留意事項
　中小企業が計算書類を作成する上で拠ることが望ましい会計処理を網羅的に示すことはおよそ不可能であるため、必要と考えられる会
計処理について重点的に言及している。

「「「中小企業の会計に関する指針」の公表「「「「「「中小企業の会計に関する指針」の公表「中小企業の会計に関する指針」の公表
　日本税理士会連合会、日本公認会計士協会、日本商工会議所及び企業会計

基準委員会は、このほど、中小企業、とりわけ新会社法において導入された会

計参与が計算書類を作成するに当たり拠ることが望ましい会計処理を示し

た「中小企業の会計に関する指針」を公表いたしました。

　中小企業の会計処理については、従来、①中小企業庁の「中小企業の会計に

関する研究会報告書」（平成14年６月）、②日本税理士会連合会の「中小会社会

計基準」（平成14年12月）、③日本公認会計士協会の「中小会社の会計のあり方

に関する研究報告」（平成15年６月）の３つの報告等が存在することから、利

用者に少なからず混乱が生じ、それらを統合すべきであるとの指摘が多方面

から寄せられておりました。

　一方、会社法（平成17年６月29日成立）において、取締役・執行役と共同して

計算書類を作成することを職務とする「会計参与」制度の導入が提案された

ことから、同制度の適正な運用を図るため、会計参与が拠るべき統一的な会

計処理の指針を作成することが期待されました。

　そうした指摘等を踏まえ、本年３月に関係四団体が主体となり、学識経験

者並びに中小企業庁、法務省、及び金融庁のご参加を得て「「中小企業の会計」

の統合に向けた検討委員会」を設置し、上記３つの報告書等の統合に向けた

検討作業を開始しました。

　その後６月13日に、一応の検討結果を公開草案として公表し、広く各界か

ら寄せられたコメントを分析、検討した上で、８月１日開催の検討委員会に

おいて、「中小企業の会計に関する指針」を確定いたしました。

　関係四団体においては、この指針が中小企業に受け入れられ、中小企業の

会計の質の向上に役立つことを期待するとともに、今後、中小企業の取引実

態に合ったより合理性のある指針とするため、継続的にその見直し改訂を行

うこととしています。

●日本税理士会連合会（猪瀬：03-5435-0931）http://www.nichizeiren.or.jp ●日本公認会計士協会（羽生：03-3515-1129）http://www.jicpa.or.jp

●日本商工会議所（荒井：03-3283-7837）http://www.jcci.or.jp ●企業会計基準委員会（湯川：03-5561-8442）http://www.asb.or.jp

お問い合わせ先

総
論
総
論

本指針の概要
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1．社内留保型 
 　（退職給与引当金を利用していた場合）

退職給与引当金は、既に廃止されています
（平成14年4月1日の事業年度より） 

税務　これまでの引当金（損金算入）を向こう10年で均等
に取り崩し益金として課税されます。これにより、
社内留保型の税制面のメリットはなくなります。

債務　退職金資金（キャッシュ）が積み立てられている訳
でないので毎年の債務（積み立て不足）が増大します。

財務　退職者が発生の都度急な資金調達が必要になるの
で企業財務を圧迫します。

中退共制度に切り替え・導入した場合   
税務　1．毎月の掛け金が全額損金算入できます。
　　　2．2つの掛け金助成が受けられます。
　　　3．中退共導入時から10年間さかのぼって掛け金を      

　 払い込むことにより全額損金算入できます。

　　　4．運用益は、非課税です。
　　　5．積み立て資産は、非課税です。

債務　退職金規定によりますが掛金を拠出した時点で、企
業の債務はありません。

財務　1．中退共に掛け金を拠出することで費用の平準化
　 及び確実資産形成が可能となります。

　　　2．中退共から退職金が支給されるので退職者が多数
　 発生しても急な資金調達はなく企業財務を圧迫し 
　 ません。

２．適格退職年金から中退共への移行

退職金制度
を考える

共 済 ア ラ カ ル ト

　調査対象の５０業界のＤＩ値は、製造業においては、「業界の景況」は回復、「売上
高」は大幅に回復、「収益状況」はやや回復、非製造業においては、「業界の景況」はや
や回復、「収益状況」「売上高」とも悪化、全体としては「業界の景況」「売上高」はやや
回復、「収益状況」はやや悪化した。
　一部の業界において明るい兆しが見え始めているが、建設業界は公共事業削減の
影響が大きく、原油価格高騰の直接・間接の影響を受けている業界も見受けられる。

景況情報
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成17年 ７月分）

詳しい資料請求は、山梨県中小企業団体中央会　労働課 組沢まで

企業財務の観点から見た現退職金制度の問題点

中退共制度に切替えることによる様々メリット

 ご存じのように、退職金制度は大きな変革の時期を迎えています。又退職金制度は企業経営に直結する経営課題と位
置づけられており、企業経営の生命線でもあります。   
 そこで、中央会としましては、企業財務の観点から見た現退職金制度の問題点を、中退共制度に切替えることによる
メリットとしご紹介いたします。   

中退共制度

平成24年3月までに廃止と
なります

平成24年3月までは、退職金
制度を廃止することなく適格
退職年金の積み立て資産を全
額中退共に移換できます

適格退職年金制度

業
界
の
声

業
界
の
声

情
報
連
絡
員
の

情

報

連

絡

員

情
協
同
組
合
　
山
梨
安
心
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
海
野
一
幸

　

 幸 

氏

 

氏

現
在
の
業
界
状
況
は

現
在
の
業
界
状
況
は

？？
はは

　
近
年
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
は
非
常
に
高
ま
っ
て
お
り
、国
内
で
は
平
成
十
二
年

に
三
兆
円
だ
っ
た
売
上
が
十
六
年
に
は
六
兆
円︵
県
内
で
は
約
四
五
〇
億
円
︶と
倍

以
上
に
膨
れ
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、今
年
十
月
か
ら
は
一
部
介
護
料
金
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。来

年
四
月
に
は
介
護
保
険
法
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。来
年
四
月
の
改
正
は
五
年
に
一

度
行
わ
れ
る
改
正
で
、今
ま
で
の
法
が
介
護
保
険
の
普
及
を
目
的
に
し
て
い
た
の
に

対
し
て
、介
護
予
防︵
介
護
者
の
自
立
支
援
︶を
目
的
に
実
施
さ
れ
、業
界
で
も
こ
れ

ら
新
介
護
保
険
制
度
に
対
策
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

業
界
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

業
界
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

  

？？
はは

　
一
番
大
事
な
こ
と
は
、サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
質
の
向
上

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
で
す
ね
。介
護
サ
ー
ビ
ス
は
一
人
の
介
護
者
に
対
し
て
別
々

の
企
業
が
連
携
し
て
介
護
し
て
い
く
チ
ー
ム
ケ
ア
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

個
別
企
業
だ
け
で
は
な
く
業
界
全
体︵
県
内
登
録
事
業
者
数
約
二
〇
〇
〇
社
︶の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
と
思
い
ま
す
。ま
た
、こ
こ
で
言
う
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と

は
、介
護
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
の
技
術
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
活
か
し
た

質
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
で
、安
易
に
家
政
婦
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
事
と
の
違
い

を
明
確
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
近
組
合
で
新
し
い
施
設
を
設
置
し
た
そ
う
で
す
が

最
近
組
合
で
新
し
い
施
設
を
設
置
し
た
そ
う
で
す
が

？？
がが

　
今
年
六
月
に
﹁
銀
座
町
の
駅
﹂
内
に
高
齢
者
交
流
施
設
と
し
て
﹁
※
安
心
ギ
ャ
ラ
リ

ー
﹂を
設
置
し
ま
し
た
。介
護
相
談
、介
護
用
品
の
展
示
等
を
主
に
行
っ
て
お
り
、今

後
は
皆
様
方
が
気
楽
に
来
て
い
た
だ
け
る

ス
ポ
ッ
ト
に
す
る
た
め
、
出
張
介
護
相
談
、

認
知
症
講
座
、
オ
ー
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
︵
物
々

交
換
︶や
地
域
住
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
開
催
な
ど
大
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

趣
味
は

趣
味
は

？？
はは

　
趣
味
は
旅
行
で
す
ね
。
最
近
で
は
永
平

寺
や
伊
豆
、
京
都
の
お
寺
な
ど
を
見
て
回

り
ま
す
。

※
安
心
ギ
ャ
ラ
リ
ー

詳
し
く
は
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
電
話
　
〇
五
五
│
二
三
一
│
六
六
三
二

　
Ｈ
Ｐ
　http://w

w
w
/arm

s-net.com
/anshin/

　h

高
齢
者
交
流
施
設
と
し
て「
安
心
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」を
設
置

□
業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品
製
造
／
洋
菓
子
関
連
は
、
冷

菓
は
好
調
だ
が
、
焼
き
菓
子
が
減
少
の

た
め
、
ほ
ぼ
横
ば
い
。
砂
糖
価
格
の
上
昇

と
原
油
価
格
の
高
騰
に
伴
う
包
材
の
値

上
げ
が
収
益
を
圧
迫
。
県
産
ワ
イ
ン
は
、

従
来
は
輸
入
ワ
イ
ン
や
原
料
を
ブ
レ
ン

ド
し
て
使
用
し
て
い
た
が
、
純
国
産
ぶ

ど
う
一
〇
〇
％
使
用
の
ワ
イ
ン
ブ
ラ
ン

ド
確
立
に
向
け
て
の
動
き
が
一
部
で
高

ま
っ
て
い
る
。

●
繊
維
・
同
製
品
／
織
物
は
、
ク
ー
ル
ビ

ズ
の
影
響
に
よ
り
ネ
ク
タ
イ
生
産
の
稼

働
率
が
低
下
。
中
国
産
服
地
の
品
質
が

良
く
な
り
、
定
番
商
品
の
競
争
が
激
化

し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
フ
ラ
ー
関
連
商
品

の
受
注
が
益
々
厳
し
い
状
況
。
衣
服
製

造
は
、
秋
・
冬
物
の
生
産
で
忙
し
い
が
、

先
行
き
は
不
透
明
。

●
紙
・
紙
加
工
品
／
製
販
と
も
低
調
に

推
移
し
て
お
り
、
上
昇
の
気
配
が
な
い
。

原
油
高
騰
の
影
響
で
石
油
製
品
の
値
上

げ
が
収
益
を
圧
迫
。

●
窯
業
土
石
製
品
／
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
出
荷
量
は
、
四
月
〜
六
月
は
民
間
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
の
影
響
に
よ
り
順
調
に

推
移
し
た
が
、
七
月
は
公
共
物
件
の
落

ち
込
み
が
大
き
く
、
こ
こ
数
年
で
最
低

の
出
荷
量
。
今
後
も
公
共
土
木
物
件
が

少
な
い
た
め
、
期
待
で
き
な
い
。
砂
利
採

取
認
可
が
お
り
、
フ
ル
操
業
と
な
り
、
前

年
比
二
五
％
増
で
あ
る
が
、
許
可
が
遅

れ
た
し
わ
寄
せ
が
収
益
を
圧
迫
し
て
お

り
、
売
上
高
が
増
加
し
て
も
収
益
は
回

復
し
な
い
見
込
み
。

●
鉄
鋼
機
械
金
属
／
夏
休
み
前
の
追
い

込
み
需
要
が
あ
っ
た
が
、全
体

と
し
て
は
弱
含
み
の
安
定
で

あ
る
。材
料
費
経
費
の
上
昇
分

の
転
嫁
が
認
め
ら
れ
た
が
、発

注
量
の
減
少
を
補
う
ほ
ど
の

収
益
へ
の
貢
献
は
な
い
。

●
宝
飾
品
／
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
で
あ
る
が
、
展
示
会
へ
の
動

き
が
見
ら
れ
、多
少
上
向
き
感
が
あ
る
。

■
非
製
造
業

●
小
売
業
／
水
産
物
は
、
鮮
魚
、
加
工
品

関
係
は
不
調
で
あ
り
、
大
型
店
の
出
店

計
画
が
あ
る
地
域
で
は
廃
業
の
増
加
が

懸
念
。
八
月
の
旧
盆
の
需
要
増
に
期
待
。

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
施
に
よ
り
、

生
産
履
歴
が
明
確
な
国
産
牛
を
中
心
に

中
元
商
品
の
売
上
が
増
加
。
ま
た
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
用
商
品
の
売
上
が
増
加
し
て

い
る
が
、
全
体
と
し
て
の
売
上
は
不
変
。

牛
・
豚
肉
の
仕
入
価
格
が
上
昇
し
て
い

る
が
、
小
売
価
格
に
完
全
に
転
嫁
で
き

な
い
た
め
、
収
益
を
圧
迫
。
家
電
は
、
昨

年
は
異
常
気
象
に
よ
り
活
況
で
あ
っ
た

が
、
今
年
は
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
季
節
商

品
が
大
幅
に
前
年
割
れ
と
な
っ
た
。
液

晶
テ
レ
ビ
な
ど
の
映
像
、
情
報
商
品
が

伸
長
し
た
が
、
前
年
比
減
で
あ
っ
た
。
今

後
も
季
節
商
品
の
在
庫
調
整
に
不
安
が

残
る
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、
七
月
は

元
売
各
社
の
原
油
価
格
の
値
上
げ
分
の

四
円
の
値
上
げ
を
実
施
し
た
が
、
適
正

な
利
益
の
確
保
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
八
月
に
は
原
油
価
格
の
高
騰
、
為

替
に
よ
る
円
安
の
影
響
で
元
売
各
社
が

三
円
程
度
の
値
上
げ
を
予
定
し
て
お
り
、

販
売
業
者
も
同
様
の
値
上
げ
を
実
施
す

る
予
定
。












●
サ
ー
ビ
ス
業
／

ホ
テ
ル
・
旅
館
は
、

夏
休
み
に
入
り
、﹁
安
・

近
・
短
﹂
志
向
の
客

が
県
内
に
訪
れ
た

の
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
客
が
高
級
感
の
あ
る
ホ
テ
ル
を
求

め
た
た
め
、
客
単
価
が
上
が
り
前
年
度

並
み
。
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
客
足
も
前
年

並
み
。団
体
客
か
ら
個
人
・
グ
ル
ー
プ
客
、

ま
た
ネ
ッ
ト
予
約
な
ど
既
存
の
営
業
か

ら
の
大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

●
建
設
業
／
民
間
建
築
物
件
の
需
要
が

少
な
く
、
加
え
て
公
共
事
業
が
減
少
し

て
お
り
、
今
後
の
倒
産
の
増
大
が
懸
念
。

中
小
の
建
設
業
者
は
、
大
手
の
参
入
に

よ
り
、
個
人
住
宅
建
築
の
受
注
が
減
少

し
て
い
る
。
型
枠
工
事
は
、
年
内
の
受
注

は
見
込
め
る
が
、
来
年
は
公
共
工
事
の

削
減
に
よ
り
民
間
工
事
の
受
注
競
争
の

激
化
が
予
想
さ
れ
、
工
事
単
価
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
。
鉄
鋼
工
事
は
、
中
国
の

建
築
需
要
が
一
段
落
し
、
国
内
産
の
鋼

材
の
増
産
に
よ
り
、
鋼
材
価
格
が
値
下

が
り
し
た
が
、
ゼ
ネ
コ
ン
が
受
注
単
価

を
下
げ
て
き
た
の
で
、
収
益
の
回
復
に

は
つ
な
が
ら
な
い
。管
工
事
は
、
工
事
量
、

工
事
単
価
と
も
に
微
増
で
あ
る
が
、
材

料
費
、
一
般
管
理
費
の
増
加
に
よ
り
収

益
は
悪
化
。

●
運
輸
業
／
ト
ラ
ッ
ク
業
界
は
、
軽
油

価
格
の
高
騰
に
よ
る
経
営
へ
の
影
響
が

深
刻
に
な
り
、
運
賃
へ
の
転
嫁
を
荷
主

に
要
請
す
る
以
外
に
経
営
危
機
を
突
破

す
る
手
段
は
な
い
と
考
え
る
組
合
員
が

増
加
し
て
い
る
。



中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介
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個
性
的
で
高
度
な
技
術
を
競
い
合
う

第
19
回
山
梨
県
美
容
技
術
選
手
権
大
会
を
開
催

住
宅
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
を
！

　
　
　
〜
次
世
代
の
地
球
環
境
を
考
え
て
〜

匠
の
技
が
光
る
　

　
　
　    

輝
き 

再
発
見

TOPIX

TOPIX

TOPIX

協同組合協
山梨県産材健康住宅研究会山

山梨県美容業生活衛生同業組合

山梨県貴金属工芸協同組合

　
協
同
組
合
山
梨
県
産
材
健
康

住
宅
研
究
会︵
杉
山
好
史
理
事
長
︶

は
、
解
体
時
に
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
建
材
を
使
用
し
た
住
宅
を

発
売
し
た
。近
藤
渉
専
務
理
事
は
、

﹁
解
体
時
に
膨
大
な
産
業
廃
棄

物
を
生
む
家
造
り
に
お
い
て
も
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
建
材
の
使

用
が
必
要
。
﹂
と
話
し
て
い
る
。

木
材
は
会
員
の
南
部
町
森
林
組

合
が
山
で
の
育
成
か
ら
製
材
ま
で
一
元
管
理
し
て
い
る
杉
・
檜
な
ど

︵
南
部
の
木
と
命
名
︶
を
一
〇
〇
％
使
用
し
、
薬
品
を
使
っ
た
科
学
的

処
理
は
一
切
せ
ず
、
安
全
な
燻
煙
処
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
紙
へ

の
リ
サ
イ
ク
ル
や
、
チ
ッ
プ
化
し
て
断
熱
材
と
し
て
活
用
で
き
る
と

し
て
い
る
。
木
製
枠
の
サ
ッ
シ
の
採
用
や
水
回
り
に
は
木
材
と
再
生

し
や
す
い
ス
テ
ン
レ
ス
を
多
用
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
九
八
％
程
度

ま
で
上
昇
で
き
た
。
ま
た
、
独
自
の
供
給
経
路
確
保
や
組
合
員
間
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
す
す
め
、
坪
単
価
で
四
〇
万
円
台
か
ら
と
低
価
格

化
を
実
現
で
き
た
。
現
在
中
巨
摩
郡
玉
穂
町
内
で
一
棟
目
を
建
設
中

で
あ
り
、
今
後
年
間
三
十
棟
の
建
設
を
目
標
と
し
、
解
体
時
、
産
業
廃

棄
物
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
当
組
合
は
、
南
部
町
森
林
組
合
と
県
内
各
地
の
不
動
産
、
建
築
、
設

計
、
左
官
、
設
備
な
ど
の
業
者
が
集
ま
り
、
①
健
康
住
宅
︵
建
材
に
含
ま

れ
る
有
害
物
質
の
削
減
の
追
及
︶
、
②
環
境
住
宅
︵
自
然
素
材
で
、
土
に

還
る
、
再
利
用
し
や
す
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
、
廃
棄
時
に
環
境

へ
の
負
荷
が
小
さ
い
も
の
の
順
に
使
用
建
材
の
選
定
︶
、
③
地
産
地
消

︵
気
候
風
土
に
最
適
な
山
梨
の
県
産
材

を
一
〇
〇
％
使
用
︶
の
目
的
で
低
価
格

で
の
上
記
住
宅
の
普
及
を
推
進
中
で

あ
る
。
そ
の
他
の
活
動
で
は
﹁
森
の
イ

ベ
ン
ト
﹂
と
銘
打
っ
て
、
年
三
回
森
林

体
験
会
に
て
森
林
の
循
環
型
の
育
成

を
広
め
て
い
る
。
ま
た
、
先
月
八
月
二

十
、
二
十
一
日
の
二
日
間
、﹁
健
康
住
宅

見
学
会
﹂
を
県
内
四
ヶ
所
で
開
催
し
た
。

実
際
の
木
の
ぬ
く
も
り
に
触
れ
ら
れ

る
機
会
を
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
行
い
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
住
ん
で
頂
き
、

よ
り
良
い
地
球
環
境
と
循
環
型
資
源

に
よ
る
持
続
可
能
な
社
会
を
次
世
代

に
残
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

開会式であいさつを述べる深澤理事長

　
山
梨
県
美
容
業
生
活
衛
生

同
業
組
合
︵
深
澤
仁
理
事
長
︶

は
六
月
二
十
日
、甲
府
市
の﹁
か

い
て
ら
す
﹂︵
山
梨
県
地
場
産

業
セ
ン
タ
ー
︶
に
お
い
て
第

一
九
回
山
梨
県
美
容
技
術
選

手
権
大
会
を
開
催
し
た
。





こ
の
大
会
は
、第
三
三
回
全

日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会

の
山
梨
県
予
選
を
兼
ね
て
お

り
、
成
績
優
秀
者
に
は
、
今
月

本
県
で
開
催
さ
れ
る
オ
ー
ル

関
東
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
十
月
に
京
都
で

開
催
さ
れ
る
全
国
美
容
技
術

選
手
権
大
会
へ
の
出
場
権
が

与
え
ら
れ
た
。





大
会
に
は
、日
頃
か
ら
努
力
と
研
鑽
を
重
ね
て
き
た
美
容
師
と
美
容

専
門
学
校
生
一
〇
六
人
が
参
加
し
、
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
部
門
︵
ワ
イ
ン
デ

ィ
ン
グ
競
技
・
カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
競
技
・
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
競
技
︶着
付

け
競
技
部
門
︵
一
般
着
付
競
技
・
中
振
袖
着
付
競
技
・
花
嫁
着
付
競
技
・

洋
装
ブ
ラ
イ
ダ
ル
競
技
︶
と
ネ
イ
ル
競
技
の
八
種
目
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
が
エ
ン
ト
リ
ー
を
お
こ
な
っ
た
競
技
種
目
で
技
術
を
競
い
あ
っ
た
。

　
特
に
、フ
ァ
シ
ョ
ン
性
や

芸
術
性
の
調
和
が
評
価
基

準
と
な
り
、独
自
の
創
造
性
・

感
性
が
重
視
さ
れ
る
カ
ッ

ト
＆
ブ
ロ
ー
競
技
の
参
加

選
手
達
は
、日
頃
の
技
術
練

磨
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、

個
性
的
で
高
度
な
技
術
を

競
い
合
っ
た
。

　
美
容
業
界
で
は
、最
新
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
敏
感
な

顧
客
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

と
個
性
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
環
境
下
で
、よ
り
高
度
で
顧
客
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
技
術

の
提
供
が
常
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
組
合
で
は
、
美
容
師
個
々
の
技
術
向
上
は
も
と
よ
り
、
業
界
と
し
て

次
代
を
担
う
人
材
の
養
成
等
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し
、さ
ら
な
る

業
界
の
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

制限時間内で高度な技術が競われた

頑強な小屋裏の構造

玉穂町で建設中のリサイクル住宅

　
山
梨
県
貴
金
属
工
芸
協
同
組

合
︵
天
野
和
平
理
事
長
︶
は
、
七
月

二
十
五
日
﹁
貴
金
属
会
館
﹂
に
お

い
て
、
第
六
回
﹁
造
り
手
の
技
﹂
発

表
会
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
発
表
会
は
、
貴
金
属
製
品

の
造
り
手
が
、
長
年
磨
き
育
ん
で

き
た
職
人
技
と
時
代
に
合
っ
た

創
造
性
あ
る
作
品
の
発
表
の
場

と
し
て
、
山
梨
県
内
の
宝
飾
品
卸

売
業
者
を
対
象
に
開
催
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、﹁
匠
の
技
が
光
る
　

輝
き
　
再
発
見
﹂
を
テ
ー
マ
に
、

組
合
員
な
ど
十
四
社
が
出
展
し
、

リ
ン
グ
、
ピ
ア
ス
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
の
新
作
約
二
万
点
を
展
示
し
た
。

発
表
会
は
、
同
時
に
秋
冬
新
作
見
本
市
を
兼
ね
て
お
り
、
新
製
品
の
評

価
と
と
も
に
、ブ
ー
ス
ご
と
に
商
談
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　
同
組
合
は
、
ま
も
な
く
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
が
、
こ
の
間
、
県

内
宝
飾
産
業
の
業
界
の
一
員
と
し
て
、
歴
史
と
伝
統
工
芸
技
術
を
生

か
し
、
常
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
豊

か
な
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
発
表
会
の
開
催
は
こ
う
し
た

組
合
事
業
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
宝
飾
業
界
は
、
い

ま
だ
に
厳
し
い
経
営

環
境
に
あ
る
が
、
山

梨
県
水
晶
宝
飾
連
合

会
︵
県
内
貴
金
属
宝

石
関
係
四
組
合
で
組

織
︶
が
中
心
と
な
っ

て
進
め
る
、
プ
ラ
チ

ナ
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
加

工
技
術
を
生
か
し
た

﹁
山
梨
ブ
ラ
ン
ド
﹂
の

確
立
に
向
け
て
、
同

組
合
員
も
協
力
す
る

中
で
開
催
さ
れ
た
今

回
の
発
表
会
は
、
大

勢
の
来
場
者
が
あ
り
、

将
来
に
向
け
て
明
る

い
展
望
が
期
待
さ
れ

る
展
示
会
と
な
っ
た
。

秋冬の向けての商談も進んだ

新作が並んだ発表会会場



中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

第三種郵便物認可　平成17年９月１日（木曜日）中小企業タイムズ（5）

自
然
満
喫 

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
白
州

「
花
い
っ
ぱ
い
等
緑
化
運
動
」

「
安
全
対
策
等
強
調
運
動
」

かすが商店街振興組合

TOPIX

TOPIX

TOPIX

山梨県山砕石事業協同組合山

平久保の池自然園企業組合

迫力ある太鼓の演奏を聞き入る来場者

1,500本の竹灯籠をともし演出する商店街

「
甲
府
城
下
夏
祭
り
」を
開
催

　
か
す
が
商
店
街
振

興
組
合
︵
河
西
眞
一

理
事
長
︶
は
、
八
月
十

三
日
に
商
店
街
か
す

が
も
〜
る
通
り
に
於

い
て
﹁
甲
府
城
下
夏

祭
り
・
光
と
音
の
祭
典
﹂

を
開
催
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

全
国
商
店
街
振
興
組

合
連
合
会
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
事
業︵
補

助
金
︶
を
活
用
し
、
組

合
員
の
結
束
を
高
め

趣
向
を
凝
ら
し
た
イ

ベ
ン
ト
活
動
等
を
通

じ
て
、
地
域
住
民
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
店
街
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
当
日
は
、
歩
行
者
天
国
と
な
り
商
店
街
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
、約
千
五
百
本
の
竹
灯
籠︵
と
う
ろ
う
︶を
、商
店
街
の
街
路︵
約

一
一
〇
メ
ー
ト
ル
︶
に
並
べ
、
夕
暮
れ
が
迫
る
と
同
時
に
来
場
者
、
子

供
や
学
生
、
お
年
寄
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
竹
灯
籠
に
火
を
と

も
し
た
。
竹
筒
の
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
が
風
に
よ
り
揺
れ
る
と
光
が
微
妙

に
変
化
し
、幻
想
的
な
風
景
を
創
り
だ
し
た
。

　
ま
た
、
雨
鳴
太
鼓
保
存
会
の
迫
力
あ
る
和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
繰
り

広
げ
ら
れ
、
来
場
者
は
太
鼓
の
音
色
、
青
い
竹
と
ほ
の
か
な
明
か
り
が

醸
し
出
す
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活

用
し
て
﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
﹂
を
運
営

す
る
山
梨
学
院
短
大
の
学
生

が
中
心
と
な
り
手
作
り
工
作

教
室
を
開
催
し
、
光
る
ス
ラ

イ
ム
や
ゴ
ム
の
力
で
飛
ぶ
お

も
ち
ゃ
な
ど
の
作
り
方
を
子

供
た
ち
に
教
え
た
。
そ
の
他
、

ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
音
楽
祭
も
あ
り
会
場

を
盛
り
上
げ
、
大
勢
の
人
で

賑
わ
っ
た
。

　
自
然
派
志
向
が
高
ま
る
現
代
、

県
外
の
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
、
県
内
で
は
自
然
を
売
り
も

の
に
し
た
施
設
が
続
々
と
設
置
さ

れ
て
い
る
。し
か
し
、平
久
保
の
池

自
然
園
企
業
組
合
︵
山
田
森
富
理

事
長
︶が
管
理
す
る﹁
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

白
州
﹂
ほ
ど
自
然
に
恵
ま
れ
た
施

設
は
少
な
い
。
甲
斐
駒
の
ふ
と
こ

ろ
に
抱
か
れ
た
標
高
一
一
三
〇
メ

ー
ト
ル
に
あ
る
池
は
、
手
付
か
ず

の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
で
き
る
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
、
知
る
人
ぞ
知

る
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
都
会
の

喧
噪
を
離
れ
、
自
然
を
求
め
て
く

る
観
光
客
は
多
い
。
首
都
圏
を
中

心
に
遠
く
は
関
西
方
面
か
ら
も
訪
れ
て
い
る
。コ
テ
ー
ジ
に
囲
ま
れ
た

湖
畔
に
た
つ
と
、人
工
的
な
音
は
一
切
し
な
い
。鳥
の
さ
え
ず
り
や
、川

の
せ
せ
ら
ぎ
、風
に
ゆ
れ
る
森
の
ざ
わ
め
き
と
い
っ
た
自
然
の
息
吹
以

外
何
も
聞
こ
え
な
い
の
で
あ
る
。八
ヶ
岳
南
麓
の
活
動
拠
点
と
し
て
活

用
す
る
利
用
客
も
多
い
。小
淵
沢
や
清
里
と
い
っ
た
観
光
地
か
ら
程
良

い
距
離
に
あ
る
こ
と
も
立
地
条
件
と
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
。

　
当
組
合
は
、当
時
白
州
町
が
設
置
し
た
通
称﹁
平
久
保
の
池
﹂に
隣
接

す
る
コ
テ
ー
ジ
と
管
理
棟
他
周
辺
施
設
の
管
理
運
営
を
受
託
す
る
組

合
と
し
て
、平
成
七
年
、地
元
住
民
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
。組
合
が
設

立
し
て
十
年
を
迎
え
、
様
々
な
課
題
が
浮
上
し
て
い
る
。
施
設
や
設
備

の
老
朽
化
、利
用
客
の
減
少
、オ
フ
シ
ー
ズ
ン
対
策
、市
の
委
託
料
の
廃

止
に
と
も
な
う
財
源
確
保
な
ど
、
解
決
が
簡
単
な
課
題
は
一
つ
も
な

い
。
今
年
度
よ
り
就
任
し

た
山
田
理
事
長
は
こ
れ

ら
の
課
題
に
対
し
﹁
経
営

者
の
視
点
で
攻
守
の
タ

イ
ミ
ン
グ
と
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
な
が
ら
対
処
し

た
い
。
一
番
必
要
な
の
は

組
合
員
の
協
力
。﹂と
語
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
が
運
営

す
る
施
設
の
破
綻
が
続

く
中
、
地
元
住
民
主
導
に

よ
る
当
組
合
の
動
向
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

家族連れでにぎわうコテージ

神秘の湖平久保の池

　
山
梨
県
山
砕
石
事
業
協
同
組

合
︵
井
上
勝
次
理
事
長
︶
は
、
緑

化
運
動
と
安
全
対
策
に
特
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

　
山
砕
石
事
業
は
、
採
取
計
画

の
県
認
可
を
受
け
る
ま
で
が
大

変
で
あ
り
、ま
た
認
可
後
も
十
年
、

二
十
年
間
と
採
取
を
行
う
の
で
、

長
期
的
な
経
営
計
画
と
時
代
の

変
化
へ
の
対
応
が
難
し
い
。
県

の
認
可
は
三
年
ま
た
は
五
年
間

で
あ
り
、
以
降
の
更
新
申
請
で

再
認
可
を
受
け
る
た
め
に
効
果
的
な
緑
化
が
必
須
で
あ
る
よ
う
だ
。山

を
切
り
崩
す
と
い
う
性
格
上
、組
合
員
は
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
と

事
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
特
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

　
﹁
花
い
っ
ぱ
い
等
緑
化
運
動
﹂
で
は
、
砕
石
現
場
の
緑
化
整
備
、
運
搬

道
路
沿
い
及
び
事
務
所
周
辺
に
花
を
植
え
て
い
る
。
砕
石
現
場
で
は
、

区
域
内
の
環
境
を
あ
ら
か
じ
め
調
査
し
、貴
重
な
も
の
や
自
然
性
の
高

い
も
の
を
避
け
て
砕
石
区
域
を
設
定
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、こ
れ
ら

周
辺
に
は
一
定
幅
の
林
を
残
し
た
り
、自
然
保
全
に
配
慮
し
て
い
る
。

　
景
観
を
良
く
す
る
た
め
に
、絶
え
ず
緑
化
を
行
い
つ
つ
次
工
程
に
進

み
、採
掘
面
に
は
早
期
緑
化
種
、ツ
ル
植
物
を
利
用
し
、高
木
種
が
繁
茂

す
る
空
間
作
り
を
し
て
い
る
。

　
組
合
で
は
組
合
員
の
意
識
向
上
の
た
め
、緑
化
整
備
事
業
の
実
施
報

告
に
対
し
、優
秀
な
も
の
を
年
一
回
表
彰
し
て
い
る
。ま
た
、昭
和
五
十

八
年
か
ら
組
合
員
が
行
う
岩
石
採
取
場
の
緑
化
等
整
備
事
業
に
対
し

て
基
金
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
規
約
に
基
づ
き
各
組
合
員
が
採
取

計
画
認
可
量
に
よ
り
基
金
の
拠
出
を
行
い
、各
認
可
採
取
場
の
緑
化
整

備
が
充
分
完
了
せ
ず
不
可
能
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
当
該
者
の
基
金
を
取
り
崩

し
組
合
が
代
行
し
て
完
了
す
る
シ
ス
テ

ム
で
跡
地
保
全
に
配
慮
す
る
も
の
。

　
﹁
安
全
対
策
等
協
調
運
動
﹂
で
は
、
適

切
な
認
可
標
識
、注
意
・
案
内
看
板
の
設

置
や
運
搬
道
路
の
清
掃
・
補
修
・
散
水
、

社
内
で
の
安
全
会
議
や
講
習
会
、
勉
強

会
な
ど
で
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
行
政
機
関
の
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
立

会
い
の
他
に
組
合
独
自
で
年
二
回
現
場

パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
る
。

最終残壁小段への苗木の植え付け作業
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組合事務局 Hello!Hello!

身延竹炭企業組合山梨県の南部に位置し、日蓮宗総本山の山梨県の南部に位置し、日蓮宗総本山の
身延山久遠寺で有名な身延町にある身延竹炭企業組合。身延山久遠寺で有名な身延町にある身延竹炭企業組合。
地元の高齢者が埋もれた資源を活用して地元の高齢者が埋もれた資源を活用して
新たな特産品作りに取り組んでいる地域おこし型の組合である。新たな特産品作りに取り組んでいる地域おこし型の組合である。
今回は竹林が周辺に広がる山間部の組合事務所で、今回は竹林が周辺に広がる山間部の組合事務所で、
組合理事でもある千頭和さんに話しを伺った。組合理事でもある千頭和さんに話しを伺った。

山梨県の南部に位置し、日蓮宗総本山の
身延山久遠寺で有名な身延町にある身延竹炭企業組合。
地元の高齢者が埋もれた資源を活用して
新たな特産品作りに取り組んでいる地域おこし型の組合である。
今回は竹林が周辺に広がる山間部の組合事務所で、
組合理事でもある千頭和さんに話しを伺った。

設立／平成11年7月14日

所在地／山梨県南巨摩郡身延町角打ウツキ2635-2

理事長／片田義光

組合員数／42人　出資金／9,560千円

TEL／0556-62-3611　FAX／0556-62-3612

URL／http://www.fujikawa.or.jp/̃tikutan/

E-mail／tikutan@fujikawa.or.jp Hello!

事務担当理事：　　
千頭和ひろみさん

　
　
組
合
の
活
動
は
？

　
平
成
九
年
に
身
延
町
和
田
に
土
窯
を
造
り
、

町
内
に
自
生
す
る
竹
を
焼
い
て
生
産
を
始
め
ま

し
た
。
身
延
町
和
田
峠
の
竹
炭
は
、
す
ぐ
れ
た
吸

着
力
と
豊
富
な
天
然
ミ
ネ
ラ
ル
が
持
ち
味
の
高

級
竹
炭
で
す
。
人
に
や
さ
し
い
純
天
然
の
生
活

環
境
浄
化
材
と
し
て
広
く
愛
用
さ
れ
、
今
で
は

町
の
特
産
品
と
し
て
、
み
や
げ
品
と
し
て
人
気

が
あ
り
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
 

　
　
い
ま
す
か
？

　
売
店
で
の
販
売
と
電
話
注
文
に
よ
る
荷
造
り
、

経
理
、一
般
事
務
と
組
合
事
務
局
に
係
る
業
務
の

全
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。時
に
は
商
品
作
り
も
手

伝
い
ま
す
。二
人
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
な

が
ら
担
当
し
て
い
ま
す
が
、一
人
で
は
大
変
な
日

も
あ
り
ま
す
。

　
　
事
務
局
と
し
て
心
が
け
て
い
る

　
　
こ
と
は
？

　
組
合
員
は
高
齢
の
方
が
多
い
の
で
、体
の
調
子

や
作
業
で
の
け
が
が
無
い
よ
う
に
注
意
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
出
展
す
る
と
き

の
自
動
車
の
運
転
や
工
具
を
使
う
作
業
で
の
安

全
面
な
ど
も
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　
組
合
を
立
ち
上
げ
る
と
き
は
何
も
な
く
て
、鉛

筆
や
ノ
ー
ト
を
買
い
に
い
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め

ま
し
た
。そ
ん
な
組
合
も
今
で
は
炭
焼
き
窯
の
数

も
増
え
、
事
務
所
や
販
売
所
、
体
験
施
設
を
設
置

す
る
に
至
り
ま
し
た
。ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。そ
の
ひ
と
り
で
い
た
こ
と

で
す
。こ
こ
ま
で
来
た
色
々
な
出
来
事
が
楽
し
い

思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
最
近
、竹
炭
製
品
の
売
上
が
伸
び
て
い
な
い
こ

と
で
す
。組
合
員
み
ん
な
で
売
上
ア
ッ
プ
に
努
力

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、
出
勤
日
の
日
程
調

整
な
ど
で
す
。個
人
的
に
は
年
ご
と
に
増
す
物
忘

れ
で
す︵
笑
︶。

　
　
趣
味
は
？

　
ド
ラ
イ
ブ
と
手
芸
な
ど
モ
ノ
を
作
る
こ
と
で

す
。ド
ラ
イ
ブ
先
で
温
泉
に
入
っ
て
く
る
の
が
楽

し
み
で
す
。
そ
し
て
、
今
は
わ
ら
じ
づ
く
り
に
凝

っ
て
い
ま
す
。

　
　
組
合
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

　
組
合
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は﹁
生
涯
現
役
﹂。

高
齢
者
の
生
き
甲
斐
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
竹
炭
を
使
え
ば
、
竹
炭
の
良
さ
が
わ

か
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
竹
炭
製
品
を
活
用
し
て
下

さ
い
。

QQQQQQQ

人に優しい竹炭人に優しい竹炭
ぜひ使って下さいぜひ使って下さい
人に優しい竹炭
ぜひ使って下さい

組合Q&A GUNNAI-SHISHO DAYORI

Q
A

A

Q

　 持分払い戻し方法変更のための定款変更の議決方法について

　持分全額払戻制をとる組合が、出資限度の払戻方法に定款変更する場合は、組合員にあっては
既得権の放棄を意味するので、総会における定款変更決議とは別に組合員全員の同意が必要で
はないか？

　持分払戻方法に関する定款変更については、中協法第53条による特別議決をもって足り、特に組合員
全員の同意は要しないものと解します。
　すなわち、中協法第53条において定款変更は特別議決によること、また持分払戻しに関して同法第
20条に「ー定款の定めるところによりー全部又は一部の払戻しを請求ー」と規定するだけであり、中協
法上組合員全員の同意を要する規定がないので、これが法律上明文の規定がないことを根拠として、通
常の定款変更の手続きで足るものと解します。
　なお、持分については、既得権たる財産権と解する見解のほか、脱退等により現実化する潜在的な期待
権とする見解もあるので、本件については、総組合員の同意を得ることは好ましいことではあるが、現行
法上は法53条の特別議決をもって足りるとする見解は中小企業庁においても採用しているものです。 

　持分払戻方法を変更した場合の新定款の効力について

　脱退者に対する持分を全額払い戻す旨の定款規定を出資額限度に改めるための臨時総会が適
法に開催され、決議が有効に成立し、当該事業年度にこの変更申請が認可された場合において、
次の者に対する持分の払い戻しに関する定款の適用については、各々次のように解釈するが適
当か?

（1）臨時総会で反対を唱え、容れられなかったため脱退を予告した組合員

自由脱退の場合は、脱退を予告した組合員といえども事業年度の終了日までは、組合員たる地位
を失っていないし、組合に対する権利義務も他の組合員と同様に有していますから、年度途中で
変更のあった場合でも、変更後の定款によって持分の払戻しを行うこととなります。

（2）死亡等による法定脱退者

死亡等による法定脱退の場合は、組合員の意思にかかわらず法定された事由に該当するにいた
ったとき法律上の効果としてただちに脱退せざるを得ず、組合員たる地位及び権利を失うので
あるから、持分の払戻しはその脱退の時点において効力を有していた定款に準拠すべきである
と解します。 

　（1）、（2）とも貴見のとおりです。 

郡
内
支
所
だ
よ
り

郡
内
支
所
だ
よ
り

　この度、縁がありまして郡内支

所にて採用されました羽田恵利子

です。

　富士吉田市出身で現在、山中湖

村で家族四人で暮らしています。

　入社して一ヶ月が過ぎましたが、

日々なれないパソコンに遊ばれ、

古守支所長の手厳しい指示をいた

だきながら、悪戦苦闘の日々を送

っています。（不慣れで不器用なの

が正直なところです）本当はリラ

ックスしながら楽しく仕事してい

ます。

　これからは、組合の方々の問い

合わせなどにスムーズに対応でき

るよう努力していきたいと思いま

す。お気軽に支所にお寄り下さい。

どうぞよろしくお願いいたします。

解釈

解釈

紹介紹介

羽 田 恵利子
はだ　えりこ

ち　ず　わ
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MEET THE 理事長

Study
room

　
今
月
の「
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
理
事
長
」は
、甲
斐
市

一
般
廃
棄
物
事
業
協
同
組
合
の
堀
内
満
喜
子
理
事
長
に
登

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て

　
昭
和
五
十
八
年
に
父
の
会
社
の
二
代
目
と
し
て
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。最
初
は
、男
性
で
も
大
変
な
仕
事
を
女
性
で

あ
る
自
分
自
身
が
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
不
安
だ
っ

た
の
で
す
が
、
時
代
変
化
と
と
も
に
自
然
環
境
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
大
事
な
仕
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
付

き
、
　
”
よ
し
や
ろ
う
！
“
と
決
心
し
ま
し
た
。ま
た
、父
の

頃
か
ら
の
従
業
員
に
も
助
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

●
仕
事
の
や
り
が
い
や
魅
力
に
つ
い
て

　
”
地
域
社
会
や
周
り
の
人
た
ち
の
た
め
に
何
か
役
に
立

と
う
！
“
と
い
う
父
の
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
人
間
が
生
活
し
て
い
く
上

の
全
て
が
関
わ
っ
て
い
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。ま
た
、家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
物
を
再
資
源

化
し
、
新
し
い
物
を
つ
く
り
出
す
な
ど
様
々
な
自
然
環
境

を
守
っ
て
い
く
仕
事
で
す
の
で
、
そ
の
一
部
を
担
っ
て
い

る
事
が
私
の
自
信
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
組
合
活
動
及
び
理
事
長
と
し
て
の
抱
負
に
つ
い
て

　
甲
斐
市
内
の﹃
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
﹄四
社
で
新
た

な
協
同
組
合
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
や
は
り
こ
こ

で
も
女
性
で
あ
る
私
が
理
事
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
抵

抗
は
あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
中
で
最
年
長
と
い
う
こ

と
も
あ
り
理
事
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　
共
同
受
注
事
業
が
メ
イ
ン
で
す
の
で
、市
の
指
導
、意
向

を
聞
き
な
が
ら
一
般
市
民
が
い
か
に
ゴ
ミ
処
理
を
し
や
す

い
か
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、検
討
中
の
段
階
で
す
が
、組
合
で
植
樹
祭
を
計
画
し
た

り
、私
の
考
案
で
す
が
、甲
斐
市
内
の
高
齢
者
世
帯
の
ゴ
ミ

が
出
し
づ
ら
い
所
な
ど
連
絡
を
頂
き
、
回
収
す
る
奉
仕
活

動
、
そ
の
他
様
々
な
活
動
を
組
合
員
み
ん
な
で
検
討
し
て

い
く
予
定
で
す
。。　

●
趣
味
、余
暇
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て

　
西
洋
骨
董
品
が
大
好
き
で
、
小
淵
沢
町
に
住
宅
を
兼
ね

た
店
を
開
い
て
い
ま
す
。
特
に
時
計
が
好
き
で
会
社
な
ど

に
多
く
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。週
末
に
は
、自
然
の
中
で
オ
ゾ

ン
を
満
喫
し
な
が
ら
、
心
の
ゆ
と
り
を
持
つ
時
間
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。

●
座
右
の
銘
に
つ
い
て
】

　
﹃
目
的
を
持
っ
て
努
力
す
る
﹄
で
す
。
目
的
を
持
つ
こ
と

に
よ
っ
て
人
は
我
慢
で
き
た
り
頑
張
る
こ
と
が
で
き
、
い

ず
れ
は
強
く
な
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
と
、


”粘
り
強
さ
“
と


”忍
耐
力
“
と


”使
命
感
“
を

持
っ
て
物
事
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
が
私
の
信
念
で
す
。

甲斐市一般廃棄物事業協同組合
〒400-0117　甲斐市西八幡3483

TEL
055-276-2436


FAX
055-276-5822

甲斐市一般廃棄物事業協同組合

理事長　堀内満喜子

 ＳＥＯで
 ヒット率アップ

業
務
に
パ
ソ
コ
ン
は
欠
か
せ
ま
せ
ん

　あなたの事業所はホームページを開設していますか？インフラの整備が

進み、パソコンを含め周辺機器やソフトが安価になってきた現代、会社ばか

りではなく個人も含め様々な主体がインターネット上でホームページを開

設しています。

　このようにホームページが乱立する中、インターネットで閲覧者が自分の

目的とする情報を検索するために使われているのが「検索エンジン」（インタ

ーネットで公開されている情報をキーワードなどを使って検索できるWeb

サイトのこと。Google、Yahoo! Japanなど）です。

　自分の伝えたい情報を多くの人に知ってもらうには、この検索エンジンで

上位表示されることです。ＳＥＯはSearch Engine Optimizationの頭文字を

取ったもので、一般に「検索エンジン最適化」技法と呼ばれており、検索サイト

での検索順位で上位表示を目指すために行う対策のことです。

ホームページの開設の目的

　ホームページを開設する目的は主体によって様々ですが、企業がホームペ

ージを開設する目的は次のとおりとなります。

　　　　　　　　　   ①集客アップ・売上アップ

　　　　　　　　　   ②会社の信頼性アップ

　　　　　　　　　   ③取引先・既存客への情報公開

　　　　　　　　　   ④インターネット上の会社案内

　当初、多くの企業は情報公開や自社の信頼性の補完に主眼をおいてホーム

ページを開設し、ホームページ上での売上はそれに付随するものでした。し

かしながら、インターネットの急速な普及により、インターネットは新たな「市

場」となり、ホームページは売上を得る「ツール」となりました。企業はホーム

ページをビジネスプレイスとして位置づけるようになったのです。

アクセスアップが課題

　企業は自社のホームページを、売上獲得を目的としたものに内容を変えて

きています。また、インターネットを利用した営業の展開は、ローコストで短

期間に行えるため、個人でも簡単にできます。つまり、ありとあらゆる営業情

報がインターネット上に溢れている事になります。このように情報が氾濫す

る中、自社の情報をターゲットとするユーザーに伝えるには、自社のホーム

ページのアクセス件数を如何に上げるかが課題となります。

　現在、インターネットの利用者は、まず「検索エンジン」（前述）を使い自分の

探している情報のキーワードを入力することで情報の検索を行います。検索

エンジンはキーワードを含むサイトを表示（時として何万件）しますが、実際

見てもらえる検索エンジンのページは90％程度が１ページ目、または２ペー

ジ目くらいです。３ページ目以降に何万件と羅列していても殆ど意味がない

状態です。

ＳＥＯ

　そこで検索エンジンの上位に自分のWebページが表示する技術としてＳ

ＥＯ「検索エンジン最適化」が生まれました。検索エンジンは登録されている

Webページをキーワードに応じて表示しますが、その際の表示順位はそれぞ

れの検索エンジンが独自の方式に則って決定しています。この順位が上位に

ある方が検索エンジン利用者の目につきやすく、訪問者も増えるため、企業

などでは検索順位を上げるために様々な試みを行なっています。現在ではＳ

ＥＯのコンサルタントを主事業とする会社が多数出現する状況にあります。

効果的なＳＥＯ

　効果的なＳＥＯの第一は検索サイトからのアクセス状況を的確に把握す

る事です。そのためには、ＳＥＯの対策に役立つアクセス解析を導入するこ

とが、ポイントになります。検索順位（表示ページ数）、検索サイト、検索キーワ

ード、複合キーワード等のアクセス解析データを詳しく分析し、そこで収集

した解析データを、ホームページの更新に活用していくことで、検索サイト

で検索された時に、より上位表示の検索結果を実現することになります。

　しかしながら、検索エンジンは各社がそれぞれ独自の方式に従っており、

また、ランク付けのアルゴリズムは年々高度化して攻略しにくくなってい

ます。さらに現在でも頻繁に変更が行われるため、攻略は難しくなっていま

す。実際に効果的なＳＥＯを実施するには、専門業者に依頼するのが一番で

しょう。
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ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

job support

履
歴
書
・
経
歴
書
は
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
す
る
時
代

■

求
職
活
動
に
絶
対
必
要
な
も
の
に
履
歴
書
が
あ
る
。
市
販
の

履
歴
書
に
は
数
種
類
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
が
、
記
載
内
容
に
制
限

が
あ
る
た
め
、
ど
れ
も
す
っ
き
り
と
し
た
タ
イ
プ
に
仕
上
が
っ
て

い
る
。
市
販
の
履
歴
書
は
手
書
き
を
前
提
と
し
て
お
り
、
各
種
就

職
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
も
、
履
歴
書
は
手
書
き
で
作
成
す
る
よ
う

に
と
指
導
し
て
い
る
よ
う
だ
。

■

先
日
、
あ
る
求
職
者
か
ら
履
歴
書
の
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
を
依

頼
さ
れ
た
。
見
る
と
職
歴
欄
や
志
望
理
由
欄
が
細
か
い
字
で
び
っ

し
り
と
埋
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
だ
け
訴
え
た
い
内
容
が
あ
る
な

ら
ば
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
作
成
す
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。
し
か
し
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
で
、
経
歴
書
は
と
も
か
く
履
歴
書
は

し
っ
か
り
と
自
筆
で
書
く
よ
う
に
と
指
導
を
受
け
た
と
の
こ
と

で
頑
な
に
拒
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

■

筆
者
自
身
も
多
く
の
セ
ミ
ナ
ー
講
師
を
依
頼
さ
れ
て
き
た

が
、
履
歴
書
・
経
歴
書
は
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
す
る
の
も
時
代
の
流

れ
だ
か
ら
構
わ
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
採
用
側
も
特
殊
の
場
合

を
除
い
て
自
筆
に
こ
だ
わ
っ
て
は
い
な
い
。
文
字
の
巧
拙
は
、
氏

名
等
を
別
用
紙
に
書
か
せ
て
み
れ
ば
分
か
る
か
ら
だ
。

■

事
務
職
や
技
術
職
で
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
こ
な
す
の
は
当

然
の
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
既
に
新
卒
募
集
で
は
、
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
か
ら
﹁
パ
ソ
コ
ン
が
使
用
で
き
る
﹂
と
い
う
欄
は
消
し
て

あ
る
会
社
も
あ
る
し
、web

画
面
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
さ
せ
る
の
も

一
般
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
時
代
背
景
を
考
え
る

と
、
履
歴
書
を
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
す
る
の
は
問
題
が
な
い
。
本
人

が
記
載
し
た
い
内
容
を
希
望
す
る
分
量
で
調
整
で
き
る
の
で
、
採

用
側
と
し
て
も
読
み
や
す
く
詳
細
内
容
が
把
握
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
ま
し
て
や
事
務
職
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
等
が
使
用
で
き
る
こ
と
を
条
件
に
し
て
い
る
求
人
は

多
い
。
採
用
側
は
履
歴
書
・
経
歴
書
を
一
瞥
し
た
だ
け
で
そ
の
レ

ベ
ル
が
推
察
で
き
る
だ
け
に
実
戦
的
だ
。

■

さ
て
、
肝
心
の
内
容
だ
が
採
用
担
当
者
は
ど
の
よ
う
な
観
点

か
ら
履
歴
書
・
経
歴
書
を
評
価
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
書
店
に

行
け
ば
履
歴
書
・
経
歴
書
の
各
種
の
ノ
ウ
ハ
ウ
本
が
並
ん
で
い
る
。

採
用
担
当
者
の
皆
さ
ん
も
、
こ
れ
ら
を
一
読
さ
れ
る
こ
と
を
お
薦

め
し
た
い
。職場にいると毎月様々な行政、団

体による広報誌を目にしますが、

その数が膨大であるため、全てを

読むことはありません。そんな中

どうしたら本誌を読んでいただ

けるか…なかなかいい考えが浮

かびません。

ご意見・ご要望は、中小企業タイ

ムズ編集班まで  　　

TEL　055-237-3215　　

FAX　055-237-3216　　

E-mail　webmaster@chuokai-

編 集 後 記

雨鳴（あまなり）太鼓保存会による太鼓演奏

オープニングセレモニーでは参加者がクラッカーで開催を祝う

光のピュシス ～甲府城夏祭り開催～
　７月29〜31日の３日間、舞鶴城公園自由広場を中心に、光のピュシス（甲府城夏

祭り）が開催された。

　このまつりは、秋の「満月と夜の集い」、冬の「光のピュシス」の合計３つの祭りの

一環として、舞鶴城を中心に観光山梨の更なる発展と商店街の活性化等を目的に

開催された。　また、県民全体のまつりにするため、本会を含めた９つの団体・企業

が主催し民間レベルでの開催となった。

　初日のオープニングセレモニーでは、

主催９団体の代表として当会宮川会長

から「このまつりを通じて郷土を見直し、

郷土を愛することにつながるように」と

の挨拶が行われた。

　セレモニー後のステージでは、太鼓演

奏や県内出身の歌手のコンサート等、会

場内には多くの屋台が出店されお祭り

ムードを盛り上げていた。

　２、３日目には子供達に人気のキャラ

クターショーやグループによるコンサ

ートが行われ、多くの家族連れが訪れて

いた。

平成17年度　新連携対策補助金
●事業化・市場化支援事業　●連携体構築支援事業

 s募集期間

　平成17年９月１日（木）～平成17年９月30日（金）

 s事業概要

　中小企業が技術・ノウハウの緊密な「摺り合わせ」を通じて、柔軟に「強み」を

相互補完しながら高付加価値の製品・サービスを創出する新たな連携（新連携）

を支援します。

 s連携体構築支援

　専門知識や高度な技術等を有しながら具体的事業化を図る中小企業が、自

己の優れた経営資源（マーケティング、商品化等）を持ち寄り、他者（企業、研究

機関、ＮＰＯ、組合等）と連携構築する取り組みを支援します。具体的には、連

携構築に資する規程の作成、コンサルタント等にかかる経費を補助します。

 s事業化・市場化支援（要認定）

　異分野連携新事業分野開拓計画（以下「新連携計画」という）の認定を受けた

連携体が行う事業の市場化に必要な取り組みを支援します。具体的には、複数

の中小企業が連携して行う事業に必要な新商品開発（製品・サービス）に係る

実験、試作、連携体内の規程作成（工程管理マニュアル、共通システム構築等）、

研究会、マーケティング、市場調査等にかかる経費を補助します。

 sスキーム図

※コア企業＝連携して行う事業の中心となる中小企業者

●詳しくは（問い合わせ）…中央会 連携推進課まで

第２期募集

補助率
2/3

連携予定者
（企業、研究所、組
  合、支援機関等）

国 コア企業



幻想的な能舞と
心にしみる
音楽を…

中秋の名月の集い
光 の ピ ュ シ ス

平成17年 9月17日［土］ 18：30～20：30
【※雨天の場合は中止】

ス ケ ジ ュ ー ル

18：30～ 開場

19：00～19：20 能舞 演目「高砂」（たかさご）［佐久間 二郎 他］

19：20～19：40 ヴァイオリン・ピアノコンサート
 （ヴァイオリン演奏  マヤ・フレーザー）
 （ピアノ演奏  加藤智子）

19：40～20：05 能舞 演目「杜若」（かきつばた）［佐久間 二郎 他］

20：05～20：20 ヴァイオリン・ピアノコンサート
 （ヴァイオリン演奏  マヤ・フレーザー）
 （ピアノ演奏  加藤智子）

20：30 終演

光のピュシスホームページ
http://www.physis-kofu.com

■主催：光のピュシス実行委員会 TEL（055）254-6644

佐久間 二郎 マヤ・フレーザー
（撮影：亀井重郎）

無料駐車場ご案内
●岡島百貨店タワー駐車場
●山交百貨店駐車場
※当日会場にて無料駐車券を
　配布します。

会場／甲府舞鶴城公園天守台【入場無料】

情報BOX
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●
甲
府
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
協
同
組
合

　
　
専
務
理
事
　
保 

坂 

輝 

行

『秋の交通安全運動』まもなく実施！『秋の交通安全運動』まもなく実施！
　
玄
関
の
内
側
に
﹃
交
通
安
全
宣
言

の
家
﹄
と
い
う
標
語
の
シ
ー
ル
が
貼

っ
て
あ
る
。
家
を
出
る
と
き
必
ず
こ

の
標
語
が
目
に
入
る
。
”今
日
も
一
日

交
通
安
全
に
心
が
け
よ
う
“
と
気
を

引
き
締
め
る
。

　
私
は
甲
府
市
の
飯
田
に
あ
る
自
宅

か
ら
同
市
内
の
相
生
ま
で
自
動
車
で

通
勤
し
て
い
る
。
飯
田
グ
ラ
ン
ド
通

り
を
東
進
し
て
穴
切
通
り
に
出
て
行

く
の
が
通
常
だ
が
、
朝
夕
の
通
勤
時

間
は
渋
滞
が
激
し
い
の
で
一
本
手
前

の
通
り
の


”オ
ク
ノ
旗
店
“
横
の
交
差

点
を
右
折
し
て
美
術
館
通
り
に
出
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

交
差
点
は
一
旦
停
止
に
な
っ
て
お
り
、

標
識
は
勿
論
赤
ラ
ン
プ
が
四
方
に
点

滅
す
る
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
運
転
者
の
ほ
と
ん

ど
が
徐
行
も
せ
ず
に
中
に
は
減
速
も

し
な
い
で
通
り
過
ぎ
て
い
く
者
も
あ
り
、

朝
か
ら
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
て
い
る
と
腹
立

た
し
く
な
る
。

　
さ
て
、
間
も
な
く
﹃
秋
の
交
通
安
全
運
動
﹄

が
実
施
さ
れ
る
。
期
間
中
の
運
動
の
重
点
も
す

で
に
決
ま
り
﹁
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
﹂
を

基
本
と
す
る
他
﹁
夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
と
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
﹂
﹁
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
﹂

を
運
動
の
重
点
に
実
施
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　
こ
の
運
動
を
機
に
、
特
に
飲
酒
運
転
や
無
謀

運
転
の
絶
滅
に
努
め
、
皆
が
交
通
規
則
を
遵
守

し
て
交
通
事
故
や
犯
罪
を
な
く
し
て
明
る
く
住

み
よ
い
社
会
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

さん
ぽ
道

育児両立支援奨励金
小学校就学の始期に達するまでの子を養育する労働者が利用でき
る次のいずれかの制度を新たに就業規則等に規定し、３歳以上小
学校就学時の始期に達するまでの子を養育する労働者が、これら
の制度を利用した場合に、事業主に支給します。

　①育児休業に準ずる制度
　②短時間勤務制度
　③フレックスタイム制度（労働基準法第32条の３の規定による労働時
　　間の制度）
　④始業・終業時刻の繰上げ・繰下げの制度
　⑤所定外労働をさせない制度

※【　　】内の金額は、常時雇用する労働者が300人以下で、一般事業主行動計画の策
　定・届出が無い場合の金額です。

●問い合わせ先
　財団法人21世紀職業財団　山梨事務所　　Tel.055-236-5431

40万円【30万円】※

30万円【20万円】※

20万円【15万円】※

15万円【10万円】※

支給額
 １事業主
 １回限り

中小企業

大企業

中小企業

大企業

①、②に該当する

制度の場合

上記以外の制度の

場合

（　　　　　）

募集人員　機械科デュアルコース…10名

対 象 者　概ね35才以下でいずれかに
　　　　　該当する方
　s大学、短大、高校、専門学校等の中途退学
　　等の無業者
　s大学、短大、高校、専門学校等を既に卒業
　　した方で未就職者
　sフリーター

９月19日（月・祝） 
13：00開場

山梨県地場産業センター 

かいてらす  ３F大ホール
s講師　相良眞紀子氏

連絡先　

県立都留高等技術専門校
都留市小形山１番地　Tel.0554-43-8911

「日本版 
  デュアルシステム型訓練」の

 訓練生を
 募集しています。

ライフカラー
セミナー開催
〈ベストカラーで自己演出〉

●主催　
　NPO法人全日本ブライダル協会  山梨県支部
　　　　　　　　　　　   Tel.055-237-4118

日時

場所

日時

会場

スケジュール

光のピュシス

平成17年

9月17日（土）
18：30～20：30  【※雨天の場合は中止】

甲府舞鶴城公園 
天守台

●主催　光のピュシス実行委員会 TEL.055-254-6644

入場無料

入場
無料

中秋の
名月の集い

●岡島百貨店タワー駐車場　
●山交百貨店駐車場
※当日会場にて無料駐車券を配布します。

光のピュシスHP http://www.physis-kofu.com
（i-mode：http://www.physis-kofu.com/i/）

18：30～ 開場

19：00～19：20 能舞 演目「高砂」（たかさご）
 ［佐久間 二郎 他］

19：20～19：40 ヴァイオリン・ピアノコンサート
 （ヴァイオリン演奏  マヤ・フレーザー）
 （ピアノ演奏  加藤智子）

19：40～20：05 能舞 演目「杜若」（かきつばた）
 ［佐久間 二郎 他］

20：05～20：20 ヴァイオリン・ピアノコンサート
 （ヴァイオリン演奏  マヤ・フレーザー）
 （ピアノ演奏  加藤智子）

20：30 終演

無料駐車場ご案内
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石綿を取扱う作業等に従事していた方は、
健康診断を受けましょう
　石綿による健康被害が多発しており、今後も増加することが懸念されています。
　下にリストアップされている作業に従事していた方は、石綿にばく露している可能性がありますので、
最寄りの医療機関にご相談の上、胸部レントゲン検査等による健康診断を受診するようにしてください。
（受診の際に、医師に自分が過去に石綿に係る作業を行っていた旨をお伝え下さい。）

①石綿鉱山又はその附属施設において行う石綿を含有
する鉱石または岩石の採掘、搬出又は粉砕その他石
綿の精製に関連する作業。

②倉庫内等における石綿原料等の袋詰め又は運搬作業

③以下の石綿製品の製造工程における作業

・石綿糸、石綿布等の石綿紡績製品

・石綿セメント又はこれを原料として製造される石
綿スレート、石綿高圧管、石綿円筒等のセメント製
品

・ボイラーの被覆、船舶用隔壁のライニング、内燃機
関のジョイントシーリング、ガスケット（パッキン
グ）等に用いられる耐熱性石綿製品

・電気絶縁性、保温性、耐酸性等の性質を有する石綿
紙、石綿フェルト等の石綿製品（電線絶縁紙、保温材、
耐酸建材等に用いられている）又は電解隔膜、タイ
ル、プラスター等の充填剤、塗料等の石綿を含有す

る製品

④石綿の吹き付け作業

⑤耐熱性の石綿製品を用いて行う断熱若しくは保温の
ための被覆又はその補修作業

⑥石綿製品の切断等加工作業

⑦石綿製品が被覆材又は建材として用いられている建
物、その附属施設等の補修又は解体作業

⑧石綿製品が用いられている船舶又は車両の補修又は
解体作業

⑨石綿を不純物として含有する鉱物（タルク（滑石）、バ
ーミキュライト（蛭石）、繊維状ブルサイト（水滑石）
等の取扱作業

⑩上記①～⑨の石綿又は石綿製品を直接取り扱う作業
の周辺等において、間接的なばく露を受ける可能性
のある作業

■日時／平成17年10月６日（木）受付9：30～　
　　　　講演　10：00～16：45
■場所／甲府アピオ 4F 光華の間
■会費／3,500円
■定員／300人
■カリキュラム

　　　　これからどうなる、これからどうする









　　　講師：商業界主幹　倉　本　初　夫

先生

　　　いい会社をつくりましょう
　　　　　講師：伊那食品工業㈱　

　　　　　　　　　　　会長　塚　越
　　　章

先生

　　　まっ正直商法
　　　　　講師：㈱すかいらーく　

　　　　　　　　　最高顧問　横　川　　　竟

先生

　　　店は客のためにあり、社員と共に栄える
　　　　　講師：店の研究所　

　　　　　　　　　　　所長　長谷川　海　洋

先生

「商業界ゼミナール」受講者
募集 近年は、経済の閉塞状況の中で、Ｍ＆Ａをはじめとした企業経営の別の側面がクローズアッ

プされ、ややもすると軸足を誤りそうになる時代です。そこで、企業経営の本質について、特
に経営理念についてのゼミナールを開催します。

基調
講演

第３
講座

第１
講座

第２
講座

お申込・お問い合せ　中部食品㈱内　商業界事務局　Tel.055-228-4111

安協加入安協加入で魅力的魅力的な特典特典安協加入安協加入で魅力的魅力的な特典特典

～新メリット制度～

◎Ｅメールによる交通安全情報の取得

◎免許証ケースの贈呈

◎弁護士無料相談制度

◎交通事故被害者に見舞金の贈呈

◎入会の問い合せ先：山梨県交通安全協会・各地区交通安全協会

財団法人山梨県交通安全協会
TEL 055-237-7827




